
カ リブ の フ ォ ー ク ・ ミ ュ ー ジ ッ ク:

ア メ リ カ ・ポ ピ ュ ラ ー ・ ミ ュ ー ジ ッ ク へ の

一 つ の道 筋

勝 部 章 人

要 旨

アメ リカ ・ポピュラー ・ミュー ジ ックのルー ツを一般的に よ く言 われ る南部の黒人音

楽 であるブルー スや ゴスペル などではな く、 それ と1ま別 のカ リブのフォー ク ・ミュー ジ

ックへ と辿 る。1950年 代、 カ リプ ソとい うカ リブの音楽 のブームがアメ リカで巻 き起 こ

り、それがアメ リカのポピュラー ・ミュー ジックに大 きな影響 を及ぼす。 しか しそれ以

前に この地域 の音楽 がす でに何 らか の形で影響 を与 えていたのではないか を探 るため に

カ リブ海 の島の中か ら英語 圏の ジャマ イカ、バハマ とキューバ を取 りあげ、 ニュー ・オ

ー リンズ という他 の町 とは異 なった当時の国際都 市 を通 して どの ようにア メ リカへ影響

を与 えたか を考 え る。ア メ リカ ・ポ ピュラー音楽の持つ屈託の ない明るさとい う側面 を

作 り上げた1つ の要素はカ リブの黒人のフォー ク ・ミュー ジ ックに由来 し、 その側面へ

の影響力は南部 よ りこちらの方が大 きかったことを議論 する。

キ ー ワ ー ド ア メ リカ ・ポ ピ ュ ラ ー ・ ミュ ー ジ ッ ク、 フ ォ ー ク ・ミュ ー ジ ッ ク、 カ リブ

海 域

現代 アメ リカの ポピュラー ・ミュー ジックに多 くのアフ リカ系 アメ リカ人の音楽 の要

素が含 まれてい ることはい うまで もない。そ して普通 それはブルー ス、ス ピリチュアル、

ゴスペ ルなどア メリカ南部 の黒人の音楽に由来す る ものであると説明 され る。だが、 ア

メ リカ ・ポピュ ラー ・ミュー ジックに影響 を与 えた黒人音楽 とは南部の黒人音楽だけだ

ったのだろ うか。 ここで言 うポピュラー ・ミュー ジ ックとは ヒッ ト・チ ャー トをに ぎわ

す今流行 の音楽ではな く、ア メ リカの一般大衆の音楽 とい う意味でフォー ク ・ミュー ジ

ックをも含め て広義 に用 いているのだが、 ポピュ ラー ・ミュー ジックとい う言葉の持つ

概念 とはいったいどのよ うな ものなのだろ うか。 これ らの疑 問に答 えるこ とでア メリカ
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の ポ ピュ ラー 音 楽 が 歩 ん で きた ひ とつ の道 筋 を辿 っ てみ た い。

まず 、 ポ ピュ ラー ・ミュー ジ ッ ク とフォー ク ・ミュー ジ ッ クは ど う違 うの か とい う疑

問 であ る。 この 問 い に答 え よ う とす るい くつ か の 試 み は あ るが、 いず れ に して も的確 な

答 え をだ す の は困 難 な よ うで あ る。 一例 としてNormanCohenはFolkSongAmey-

ica'A20thCenturyRevivalと い うタ イ トル で カセ ッ ト ・テー プ に纏 め た ア メ リカ ・
1)

フォー クソング選 集の解説書の中でその定義 の困難 さにつ いて次 のよ うに書 いている。

Child'sworkhadanother,surelyunintended,repercussion:thecharacteristicsof

theballadsofhiscanonweretakenasdefiningfolkballadryingeneral.Asa

result,JohnLomax'scollectedcowboysongsandotherindigenousballads

"JohnHenry
,""JesseJames")werejudgedinferiorbecausetheywereindisput-

ablydifferentinstyle.Theproblemofattemptingtodefinefolkmusicin

stylisticratherthanfunctionaltermshascontinuedtoplaguediscussionsoffolk

music,bothacademicandpopular,andstillreassertsitselfwhenthetalkturns

towhetherso-and-soisreallyafolksinger-composer.IfWoodyGuthrieis,

whynotBobDylan?IfLeadbelly's"RockIslandLine"isafolksong,what

aboutLonnieDonegan'sversion?WhentheBritishelectric-rockgroup

SteeleyeSpansetstomusicamagnificentversionof"KingHenry"(Child32)

一一aballadcollectedinScotlandnearlytwocenturiesago‐where
,inthe

spectrumoffolkmusicandpopmusic,doesitbelong?

Cohenが 言 う よ うに、 だ れ そ れ の どの 曲 は フ ォー ク ・ソ ン グ で あ り、 また他 の もの

は そ うでは な い と言 い切 る こ とは確 か の 困 難 な こ とで あ るが 、StarandWatermanは

彼 らの最 近 の著 書AmericanPopularMusicの 中で そ の関 係 につ いて うま く説 明 してい
2)

る 。

Like"JimCrow,"themelodyof"ZipCoon"ismorecloselyrelatedtoIrishor

ScottishthantoAfricanAmericansong.Thesamemelodywasadoptedby

bothblackandwhitecountryfiddlers,rearranged,andgiventhetitle"Turkey

intheStraw."Thisisagoodexampleofthecontinuallyevolvingrelationship

betweenpopularandfolkmusicinthenineteenthcentury.

フォー ク ・ミュー ジ ック とは まさにあ る地域のあ.る民族 あ るいは文化集団の独 自の音

楽 なのであるが、博物館 に大事 に しまい こまれ るように、そのままの状態で保存 されて
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い るだけでは一般 の人たちにそれ らの存在が顧 み られるこ とはない。誰かが それ を世 間

に紹介 し、 それが受 け入れ られて(ポ ピュラー になって)初 め てその存在が認識 され る

ものなのである。19世 紀のア メ リカにあてはめれば当時 のフォー ク ・ミュー ジックの一

つであった南部のアフ リカン ・アメ リカン ・ミュー ジックは 白人社会 か らは隔離 されて

いた黒人社会 という限 られ た世 界で保 存 され、一般大衆 である主 に北部 のアングロ ・ア

メ リカンを中心 とす る都会 の人たちにはあ ま り知 られていなか った。わずかに、 白人が

黒人の風体 をして音楽 を含む さまざまなエンター テインメン トを演 じた ミンス トレル ・

シ ョウな どがそれ らを結 びつけ る媒体 の役 目を果 たし、 その ショー を通 じて白人が黒人

の世界 を垣 間見ていたのである。

もうひ とつの問いは、南部 の黒人の音楽が アメ リカのポピュラー音楽 に影響 を与 えた

とい う言い方が正確 であるのか とい うこ とであ る。すなわち黒人の音楽 とい うのはアメ

リカ合衆国南部 に住 む黒人の音楽 だけを指すのか とい う疑問であ る。

その答 えを見つけ出す ために、ニュー ・オー一リンズ を中心 とす るアメ リカ南部 の地図

を見てみ よう。湾曲 したメキシコ湾 の東南、 フロ リダ半 島の最先端の南には、バハマ、

キューバ、 ジャマ イカ、ハ イチ、 ドミニカ、プエル トリコなどカ リブ海に浮かぶ島々が

点在 している。 そ してこの 島々に もかつて奴隷 としてアフ リカか ら連れて こられた人々

が 多 く住み、それ ぞれの島独 自の文化 を形成 してきたのである。実 は、 この地域の黒人

の音楽 もア メ リカのポ ピュラー ・ミュー ジックの現在 を語 るのに無視 で きない存在 なの

であ る。

前に も述べ た ようにフォー ク ・ミュー ジックはポピュラーになって始めてその存在 を

認識 され るとい う皮肉な運命 を持 っている。 その意味でカ リブ海周辺の音楽が、多少の

例外はあるに して も大 々的 にフォー ク ・ミュー ジ ック としてア メ リカの大衆 に認知 され

るには1950年 代 を待 たなければな ちなか った。 そのフォー ク ・ミュー ジックはカ リプソ

とい う名 でジャマ イカ とマー テ ィニー ク国籍 の両親 を持つ ニュー ヨー ク生 まれのハ リ

ー ・ベ ラフォンテ という人物に よって当時のア メリカの大衆 に紹介 され た。 その辺の事
3)

情 をCohenは 次 の よ うに紹 介 して い る。

Inearly1956asuccessionofalbumsforRCAVictorcatapultedhimtofameas

afolksongperformer."MarkTwain"andOtherFavoriteshitthechartsin

Januaryandboundedtonumberthree.Whileitwasstillonthecharts,

Belafontereachednumberone,andafewmonthslaterCalypsoalsocapturedthe

numberoneslotandhelditforthirty-oneweeks,eventuallybecomingthefirst

LPalbumbysoloartisttosellamillioncopies.Oneofitssongs,"BananaBoat

Song"("Day-O")becameamillion-sellingsingle,and"JamaicaFarewell"also
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madethecharts.

カ リプ ソの成 立 に は諸 説 あ るが 、1930年 代 ア メ リカ の レ コー ド ・レー ベ ル で あ るデ ッ

カがニ ュー ヨー クや トリニ ダー ドで録 音 したSP版 を リリー ス した こ ろか らこの名 前 が

一般 化 した と言 わ れ て い る
。DJ兼 音楽 作 家 のハ ス キー 中川 が 『ア メ リカ音楽 ルー ツ ・

ガ イ ド』 の 中 で カ リプ ソは 「一 般 的 に は ジ ャマ イカ が発祥 の地 で あ る と思 われ て い るが、

実 は1900年 ～1920年 にか け て トリニ ダー ド島 で生 誕 した歌 曲 で あ る」 と述 べ て い るよ う

に、 元来 は トリニ ダー ド生 まれ で あ るが ジャマ イ カ を含 んだ カ リビア ン ・ミュー ジ ッ ク
4)

として広義 に使 われてい る。 このカ リブの音楽 をア メ リカの大衆に紹介 したのがベ ラフ

ォンテな ら、それ をア メ リカの ポピュラー ・ソング として定着 させ たのはキ ングス ト

ン ・トリオであった。 このグループ は当時のアメ リカー般市民の代表 として うってつ け
5)

の人 た ちで あ った。 前 出 のCohenは 次 の よ うに書 いて い る。

AcrossthecontinentatMenloCollegeinCalifornia,twoyoungbusinessadmin-

istrationstudents,NickReynolds{b.1933)andBobShane(b.1934)likedtoget

togethertosingandplaycalypsoandfolkmusic.TheywerejoinedbyDave

Guard(1934-1991),aneconomicsstudentatnearbyStanfordUniversitywho

hadgrownupwithShaneinHawaii....Sincecalypsomusicconstitutedan

importantcomponentoftheirearlyrepertoire,theytookthenameKingston

Trio,aftertheJamaicanportcityandplacenameinseveralcalypsosongs.

カ リプ ソ を歌 うため に グルー プ名 に ジ ャマ イ カの港 町 の名 前 をつ け たほ どの 意気 込 み

とは裏 腹 に、 ヒ ッ トした の はカ リプ ソの名 曲"JamaicaFarewell"で は な く皮 肉 に もア

メ リカ ン ・バ ラ ッ ドを改 作 した"TomDooley"だ った。 しか しこの 曲 が ヒ ッ トした こ

とで 、 グル ー プ は人 気 を得 て、 そ の レパー ト リー であ るカ リプ ソ も注 目 され る よ うに な

っ た。 カ リフ ォル ニア の大 学 生 とい う経歴 か ら見 て も当時 の平均 的 な ア メ リカの 中産 階

級 の 白人 の若 者 で あ った彼 らが歌 う歌 は、 もちろ ん ア メ リカ の歌 と共 に受 け入 れ られ た。

元 来 カ リプ ソ とい う外 国 の歌 も、彼 らが 歌 うア メ リカの歌 と同様 に フ ォー ク ・ミュー ジ

ッ ク として若 者 を中心 とす る一般 大 衆 に歓 迎 され たの で あ る。

ベ ラ フォ ン テに よって紹 介 され、 キ ン グス トン ・トリオ に よ って ア メ リカン ・ポ ピュ

ラー ソ ン グ と して認 知 され た カ リプ ソの ひ とつ"JamaicaFarewell"1ま もうひ とつ の 人

気 フ ォー ク ・グル ー プの ブ ラザ ー ズ ・フ ォー に も取 り上 げ られ る。 彼 ら もまた ワ シ ン ト

ン州 立 大 学 の学 生 とい う平均 的 ア メ リカ の若 者 の代 表 であ り、 彼 らの歌 う歌 も同様 に ア

メ リカ 中に浸 透 して い っ た。
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この よ うに して、 ア メ リカの一 般 の 人 た ち に親 しまれ る よ うに な っ たが、 元 来 は カ リ

ブ 音楽 の トラデ ィシ ョナ ル であ っ た"JamaicaFarewell"は どの よ うな経 緯 で作 られ ア

メ リカに 渡 って きた の だ ろ う。Cohenに よ る と、 この 曲 は 「ベ ラ フ ォ ン テ の最 初 の カ

リプ ソア ルバ ム の 中で"BananaBoat"に 次 い で2番 目に成 功 した 曲 で、LordBurgess

(IrvingBurgess)に よ って トラデ ィ シ ョナ ル か らア レ ン ジ され た もの で あ る。(中 略)

ほ とん どの 部分 に複数 の ア メ リカ 人 の手 が 入 っ て い るため 本 物 の カ リプ ソが持 つ政 治 的

また は現 状 批 判 の辛 らつ さにか け るが 、本 物 の味 を出 す ため 場所 の名 前 をいれ た り、 リ

ズ ムや 楽 器 を効 果 的 に使 っ てい る」 と説 明 され て い る よ うに、 元来 の毒 気 を抜 か れ一 般

6)

に受 け入れやすい ように改作 されてアメ リカに入 り込んでいる。1926年 ニュー ヨー ク生

まれで、西 イン ド諸 島バルバ ドス出身の母親 と、 アメ リカ人の父親 を持 ち、35に 及ぶ曲

をベ ラフォンテのために書いたLordBurgessは 二つ の異文化 を理解 し、 この曲 を博物

館か ら引 き出 して もう一度生気 を与え、ア メ リカン ・ポップス として蘇 えらせ るには適

任者 であった。

この ようにベ ラフォンテの分 か りやす いカ リプ ソは当時のアメ リカのいわゆるフォー

ク ・ミュー ジック、 さらにはポピュラー ・ミュー ジ ックに大 きな影響 を与えたのであ る

が、 それ以前 にもこの地域 の音楽は何 らかの形でアメ リカの音楽に影響 を与えていたの

ではないだろ うか。 その疑問 を解 くためには、 この地域 を生活の場 としていた黒人 とア

メ リカ南部 で生活 していた黒人に係 わ る歴史 と文化 を両面か ら考 えなければな らない。

メキシコ湾 を中心 に地図 をもう一度見てみ よう。横長のほぼ楕円形 を描いている環の

真上か ら少 し左 に傾 いたあた りに、アフ リカ系ア メリカ人の音楽の中心地ニュー ・オー

リンズが位置 してい る。時計回 りにフ ロ リダ半島が湾 曲 し3時 の位 置でその先端 に到達

す る。その 目と鼻の先 のキューバ北海岸沿 いには首都ハバナが ある。 そのキューバ を基

点に東の方 向に西イン ド諸島がば ら撒 かれ たように点在 している。 この環は キューバの

西端 とメキシコのユ カタン半島東端 を分 けてい るユ カタン海峡 でほぼ真下に達 し、 メキ

シコの東海岸か らテキサ ス州の海岸線 を大 きく右上 にカーブ してニュー ・オー リンズへ

と戻 ってい る。

これ らの島々が削除 されてい る普段見慣れ たア メリカ合衆 国地図の視点ではな く、環

メキシコ湾 という視点 に立てば、ニュー ・オー リンズ と西イ ン ド諸島のいちばん西の キ

ューバ を含 む大ア ンチル諸 島やバハマ諸島は同 じ地域 に位 置す るこ とになる。ア メリカ

南部 とカ リブ海 に浮かぶ 島々 とい う一見 まった く別々の地理的条件や文化圏 を持 ってい

るように見 える二つ は この視 点に立てば実 は環 メキ シコ湾 とい う同 じ地域 に属 している

こ とがわか って くる。

そ してア メ リカに限 らず世界共通 であるが、鉄道、道路 などが発達す るまでは、陸路

よ り海路のほ うが よ り安全 で一般 的な交通手段 であった。 このこ とか らも、 この海域 を
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共有す るこれ ら二つ の文化 圏に も以前か ら盛んな交易や文化的な係 わ り合 いが あったこ

とは ご く自然 なことであろう。 では、文化 の一端 である音楽の面ではどの ような交わ り

があったのであろ うか。 この地域 には数 多 くの島々が点在 してい るのだが、 ここではそ

の中の代表 としてバハマ、 ジャマイカ とキューバ に絞 ってその音楽 とアメ リカ南部 の音

楽 との関係 を探 りたい。

これ らの島 を取 り上 げた理 由であるが、バハマ とジャマイカは英語 圏であ り、同 じ英

語 を使 ってい るア メ リカ とは言語面で も近 い関係 にある とい うこ とである。 その関係 を

それ ぞれの島に深い係 わ りを持つ フォー一ク ・ソングを通 して後に考 えたい。 キューバ の

場合 は英語 ではな く主にスペ イン語が話 され、英語 圏のア メ リカに直接影響 を及ぼす こ

とは少 ないのでは と思われ るが、 ニュー ・オー リンズ とい う他のア メ リカの町 とは違 っ

た特質 を持 っていた町 を考 えることで、それ らが音楽面 でどのよ うに結 びつけたのか を

考 えたい。

スペ イン語 圏の キューバの音楽 が英語圏である合衆 国ル イジアナ州 のニ ュー ・オー リ

ンズ とどの ような係わ りを持 っ.たかについてであるが、 まず、 ジャズの前身のひ とつ と

され るラグタイムの ピアニス トであ り、 自らジャズの創始者で もあると豪語 したジェ リ

ー ・ロール ・モー トンとい う人物に注 目す る。

音楽評論家、 中山義雄は前 出の 『ア メ リカ音楽 ルー ツ ・ガ イ ド』の 中で、「ラグタイ

ムの誕生 は19世 紀 のニ ュー ・オー リンズに遡 る。18世 紀 には、 白人 とアフ リカンの混血

をク リオール と呼ぶ ようになっていた。 わけて もニュー ・オー リンズは入植 の歴 史が複

雑 なこ ともあ り、独 自の ク リオール文化 を育むこ とになった。 ク リオールは表面上 は白

人 と同様 には扱われ るこ とはなか ったが、1724年 に制定 され たブラ ック ・コー ド(黒 人

奴隷取 り締 ま り規制)も あ り、 白黒 どち らに も属 さない彼 らの地位 は曖昧 な ものであっ

た。 ク リオールたちは、権力や富への道が完壁 に閉 ざされて いたわけではなか ったの で、

彼 らは 白人の上 流階級 を模 した貴族社会 を作 りあげて いたのだ った。(中 略)ジ ェ リ

ー ・ロール ・モー トンは
、典型的 なク リオールの家庭に育 ち、 ヨー ロ ッパの楽器 と民族

楽器 に囲 まれて育 ち、近所 に住むスペ イン人か らギターの レッス ンを受けたこ ともある

とい う。(中 略)モ ー トンの音楽 には ク リオー ル音楽 の首都 ニュー ・オー りンズな らで

はの無国籍 な風情が色濃 く漂 ってい る。(中 略)と ころが、1894年 、150年 あ まり白人的

な暮 らしを謳歌 し、 富 を築 いて きたニ ュー ・オー リンズの ク リオール たちは、彼 らの

"特権"を 取 り上 げ られ
、一般 のアフ リカ ンたち と同 じ身分 に失 墜す る」 と書 いて い

7)
る。

この ように、 この時期 スペ インとフランスの言葉、文化 を理解 し取 り入れ る素地 を持

ったク リオール と呼 ばれた人たちがニュー ・オー リンズに存在 し盛 んに音楽活動 を行 っ

ていた。彼 自身 ク リオールであったモー トンの音楽 はこれ ら二つの異なった ものを結 び
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つ け た こ とを証 明 して い る。 例 えば岸 本 由美 子 は 「USA都 市 とカ リブ/ラ テ ンア メ リ

カ(3)」 で 評 論 家 パ メ ラ ・ス ミス の 言 葉 と して 「ジ ェ リー ・ロ ー ル ・モ ー トン の

「CreepyFeeling」 や 「SpanishSwat」
、 ル イ ・アー ム ス トロ ン グに よ る 「NewOr-

leansStomp」(中 略)な ど を通 して、 ニ ュー オ ー リン ズの ジ ャ ズ ・ミュ ー ジ シ ャ ン達

が キュー バ ン ・リズ ム を ど う取 り入 れ た か を知 る こ とが で き る」(原 文 通 り)を 引用 す
8)

る。 ジャズの定義 に関 しては別項で議論すべ きであるが、 ここで言 うジャズとはビーバ

ップ以降大 きく変化 し、聴 くための音楽 となったモダン ・ジャズではな く、モー トンの

ころか らスイング ・ジャズまでの、踊 るための音楽 としてのポピュ ラー ・ミュー ジック

の ジャズの ことであ る。 そして当時のポピュラー ・ミュー ジックであるジャズに、 カ リ

ブの音楽 が主に楽 曲面 で大 いに影響 を与 えたのである。

次 に、バハマ、 ジャマ イカな どの英語 圏の島々に話題 を移す と、前 出のDJ兼 音楽作

家のハ スキー 中川が言 うよ うにカ リプ ソは20世 紀初頭 にはす でに存在 していた。 この こ

とか ら、我々にな じみのあるいわゆるカ リプ ソは、 第2次 世界大戦中にこの島に基地 を

おいたアメ リカ人将兵 らが聴 き覚 えた現地の歌 を母 国に持 ち帰 り、それをア ン ドリュー

ス ・シスターズが唄い ヒッ トさせ た 「ラム ・ア ン ド・コカコー ラ」や1956年 に ヒッ トし

たハ リー ・ベ ラフォンテの 「バナナ ・ボー ト」、 「ジャマ イカ ・フェア ウェル」 とい う顕

著な形 で表面に現れ るが、 それ以前 にも水面下、 さまざまな形でアメ リカの音楽 に影響

を与えていた と考 えられる。改作 によってカ リプ ソ としてのオ リジナ リティーはか な り

失 われてい るか もしれないが、その雰囲気 を存分 に保 ち続け て い る"JamaicaFare-
9)

well"を ハ リー ・ベ ラ フォ ン テの ヴ ァー ジ ョンか ら見 て み よ う。

JAMAIKAFAREWELL(BASEDONTRADITIONALAIR)

Downthewaywherethenightsaregay

Andthesunshinesdailyonthemountaintop

Itookatriponasailingship

AndwhenIreachedJamaica

Imadeastop

*ButI'msadtosayI'monmyway

Won'tbebackfor_manyaday

Myheartisdown,myheadisturningaround

IhadtoleavealittlegirlinKingstontown

Downatthemarketyoucanhear
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Ladiescryoutwhileontheirheadtheybear

Akee,rice,saltfisharenice

Andtherumisfineanytimeofyear

(*Repeat)

Soundsoflaughtereverywhere

Andthedancinggirlsswayingtoandfro

Imustdeclaremyheartisthere

ThoughI'vebeenfromMainetoMexico

改作 されてはいるが、 島の人々の生 活観溢れ る姿が生 き生 きと描かれ、作者の心 は沈

みがちであるがそれ を晴 らすのに余 りあ る明るさを持 った世 界が繰 り広 げられている原

作の雰囲気 を知 ることが できる。

続いて もうひ とつのカ リブ海に浮かぶ島バハマ を題 材 とす るフォー ク ・ソングで 「ジ

ョンB号 の難破」 とい う邦題で親 しまれてい る曲の歌詞 も見てみ よう。 シカゴを中心 に

活躍 したアメ リカ現代詩 を代表す る一人であ るカール ・サン ドバーグは彼 自身が編集 し

たアメ リカン ・フォー クソング集TheAmericanSongbagの 中で"TheJohnB.Sails"
10)

とい うタイ トル で次 のように紹介す る。

JohnT.McCutcheon,cartoonistandkindlyphilosopher,andhiswifeEvelyn

ShawMcCutcheon,motherandpoet,learnedtosingthisontheirTreasure

IslandintheWestIndies.Theytellofit,"Timeandusagehavegiventhissong

almostthedignityofanationalanthemaroundNassau.Theweatheredribsof

thehistoriccraftlieimbeddedinthesandatGovernor'sHarbor,whencean

expedition,especiallysentupforthepurposein1926,extractedakneeof

horsefleshandaring-bolt.Thesereliesarenowpreservedandbuiltintothe

WatchTower,designedbyMr.HowardShawandbuiltonoursoutherncoasta

coupleofpointseastbynorthofthestarCanopus."

また 同 じ曲 をア メ リカフ ォー クソ ン グの蒐 集 家 として著 名 なア ラ ン ・ロー マ ッ クスは

TheFolkSongsofNorthAmeri°caの 中 で"TheJohnB.'sSails"と い うサ ン ドバ ー グ
11)

版 とは、微妙 に異なったタイ トルで次の ように紹介 している。

‐so‐
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ThesmallboatpiersofNassauHarborfromthemarket-placeoftheBahamas.

Thedirty,seascarredsloops,tetheredonthepalebluewater,arelikesomany

countrywagonsloadedwithproduceforsaleinthecapital.Asixteen-footer

standsintowardsthedock,itsdeckonlyafewinchesabovethewaves,carrying

acow,fivegoats,adozenhens,fourwomen,sixchildren,andfourorfive

sailors.Thiscrowdedlittleboatisendingajourneyfromanislandperhapstwo

orthreehundredmilesaway.Asitnosesintothepier,asimilarcraftIiftsits

raggedsailsanddeparts,itsdeckpackedwithpassengersandfreight,forsome

coralisletfardownthechaintowardHaiti.

Thesevesselscarrynocharts,nocompasses,andnoauxiliaryengines,yetfew

ofthemcometogrief,fortheBahamanisathomeinhisreef-filledazuresea.

TheytellandbelieveastoryaboutanoldNegropilot,grownblind,whocould

stickhisfingerinthewaterandtellpreciselywheretheboatlay.

この二人の解説 を見て もこれ らの曲にはアメ リカ南部の黒人のスピ リチュアルや ブル

ースにあ りがちな、暗 く沈んだムー ドは感 じられない。 そこにあ るのは、 目の前に広が

るカ リブ海 の青 い海 と空が いや お うなしに作 り出す明 る く和んだ光景のみである。 スピ

リチュアルや ブルー スな ど、ア メ リカの黒人系の フォー ク ・ミュー ジックはなん とな く

陰響 であるとい うステレオタイプはここでは当ては まらない。

その理由のひ とつは、 この地域の黒人の環境 と南部 の黒人のそれ とは明 らかに違 って

いた とい うことである。 ア メ リカで最 もよ く読 まれている旅行 ガ イ ドブ ックの一つであ

る 『ロン リー ・プ ラネ ッ ト』 のウェブサ イ ト版 「キューバの歴史」 で もその ことが説明

され一般 によ く知 られてい るこ とがわかる。 この島は1492年 コロンブスによ りその存在

が確認 され1514年 スペ インに征服 された。 そのため そこに住 んでいた先住 民はほぼ全滅

の危機 に陥った。後 にア フ リカか ら黒人が連 れてこ られ るこ とになるのだが、その あた
12)

りの事情 が次の よ うに書かれている。

By1542..onlyaround50001ndians(ofanestimated100,000halfacentury

before)survived.Undaunted,theSpanishimportedAfricanslavesasreplace-

ments.UnlikeintheNorthAmericanslavetrade,Cuba'sAfricanslaves

retainedtheirtribalgroupings,andcertainaspectsoftheircultureendure.

屈託の ない明 るさがその特徴の一つであ るアメ リカのポピュ ラー音楽 に与 えた影響力

はこの点、では南部 よ りもこの地方の黒人の音楽のほ うが強いのである。 これはク リオー
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ル であ るモー トンな どを通 して ア メ リカ ン ・ポ ピュ ラー ・ミュー ジ ッ クへ と伝 播 され た

もの と同 じ性格 の もの で あ る。

1920年 代 、 す で に ア メ リカの フ ォー ク ・ソン グ と して認 め られ て いた 「ジ ョンB号 の
13)

難破 」 の歌 詞 をSandburg版 か ら見 て み よ う。

10h,wecomeonthesloopJohnB.,

Mygran'fadderan'me.

RoundNassauTownwedidroam,

Drinkingallnight,wegotinafight,

Ifeelsobreak-upIwanttogohome!

Refrain

SohoistuptheJohnB.sails

Seehowdemain-s'1set,

SendfordeCapt'nashore,Lemmegohome!

Lemmegohome!Lemmegohome!

Ifeelsobreak-upIwanttogohome

2Defirstmatehegotdrunk,

Breakupdepeople'strunk.

Constablecomeaboardan'takehimaway.

Mr.Johnstone,pleaseletmealone.

Ifeelsobreak-upIwanttogohome!

Refrain

3Depoorcookhegotfits,

Tro"wayallthegrits,

Denhetookan'eatupallo'mycorn!

Lemmegohome,Iwanttogohome!

DisisdeworsttripsinceIbeenborn!

Refrain

歌詞だけでは曲全体の雰囲気 は伝 わ らないか もしれ ないが、作者は相 当ひ どい体験 を

しているに もかかわ らず、 どこかユーモ ラスで、穏やか なムー ドに包 まれているこ とは

この詩 を読んでいるだけ で も感 じとれ る。 それはその地域の風土 に由来す る明 るさ と、
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その地域の黒人がおかれた環境が比較的劣悪 でなかったこ とに起因す る。前出の旅行書

の説明にあった ように、 よ り緩やか な統制か ら当地の黒人の音楽 もあ まり規制 され るこ

とはなか ったためであった。 このよ うな比較的 自由な環境の黒人の音楽が さまざまな交

流 を通 してニュー ・オー リンズ を中心 とす るア メ リカ南部に徐々 に伝 わ り、その当時の

音楽に影響 を与え、ア メ リカのフォー ク ・ソングとして歌われるようになったのである。

以上見 てきた ように、カ リブの黒人音楽は50年 代 になって突然ア メ リカの大衆の前に

出現 し、直接 ア メ リカの大衆 に受 け入 れ られ たわけで はなか った。 よ り早 い時期 に シ

ー ・シャンテ ィー と呼ばれ る船乗 りたちの歌 うフォー ク ・ソングとして、1920年 代 以降

ニュー ・オー リンズの クリオールな どを媒介に さまざまな形 ですでにアメ リカへ渡 って

いた。 この ような下地が あったか らこそ、一見異質 である と思 われ る音楽に もかか わら

ず50年 代 になって ご く自然に受け入れ られ たのであ る。

ところで、 この曲は60年 代 になってブラザー ズ ・フォーに も取 り上 げ られ ビー チ ・ボ

ー イズへ と引 き継がれ るのであ るが
、前者 はその時代 を代表す るポップ/フ ォー ク ・グ

ルー プであ り後者はカ リフォルニア ・サウン ドでおな じみのロ ック ・グループであった。

そ してこの時期 アメ リカの大衆は旧体制の大衆か ら、ベ ビー ・ブーマー たちを中心 とし

た新 しい価値観 を持つ大衆へ と大 きく変貌 して いた。 これ らの 白人系ポ ップ/ロ ック ・

グルー プの音楽 は、変貌 を遂げた大衆その ものであ る当時の中産階級の若者たちの音楽

であ り、 その人たちを通 してア メ リカ中、 ひいては世界 中に拡が りポピュラー ・ミュー

ジックとして グローバルな大衆に親 しまれ るに至った。

70年 代 にな ると、ア メ リカのアー ティス トたちはカ リブの音楽 を南へ の1童れのシンボ

ル として捉 え始め る。その例はヴ ァンダイク ・パー クスの カ リブ ・ムー ドたっぷ りのア

ルバムDiscoverAmericaに 散 りばめ られたすべ ての曲であ り、70年 代の代表的 なシン

ガー ・ソングライターの一 人であ るジェー ムス ・テー ラーがアルバムInthe・Pocketの
14)

中 で歌 う"CaptainJim'sDrunkenDream"な どに表 われ て い る。 そ の 中 でテー ラー は

"Upherermjustawhiskybum/ButdownthereI'making"と 北 に住 む ア メ リカ人

の 南へ の憧 れ を歌 う。 これ らの カ リブ音楽 は ア メ リカの ポ ピュ ラー ・ミュー ジ ッ クのル

ー ツの ひ とつ で あ る カ リブ とい う、 故 郷 の音 楽 であ り、 ア メ リカか ら見 れ ば楽 園 で あ る

南 へ の憧 れの歌 で もあ る。 その 音楽 へ の興 味 は彼 ら 自身 キュ ーバ か らの亡 命 者 で あ るグ

ロ リア ・エ ステ フ ァ ン とマ イア ミ ・サ ウ ン ド ・マ シー ン な どが活 躍 した80年 代 を通 して

と どま るこ とな く、90年 代 には ライ ・クー ダー とキュー バ の 黒 人 ミュー ジシ ャ ン とのセ

ッシ ョンで有名 な アル バ ムBuenaVistaSocialClubで 一 気 に頂 点 に達 し、 その熱 情 は

今 も冷 め る こ とは な い。

カ リビア ン ・ミュー ジ ック と現 在 のア メ リカ音楽 との関係 は次稿 に譲 る として 、 こ こ

で はア メ リカの ポ ップ スの特 質 の一 つ で あ る屈 託 の な い明 るさ に影響 を与 えた の はブ ル
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一 スや ゴスペルな どのアメ リカ南部の黒人の フォー ク ・ミュー ジックではない とい うこ

とに とどめ たい。暗 いイメー ジをその要素 に色濃 く持つそれ らの音楽 とは違 い、明 るい

要素 を多分に含 んだア メ リカン ・ポピュ ラー ・ミュー ジックの道筋のひ とつはカ リブの

島々 とい う源にた どり着 く。 そ してそ こには同 じ黒人音楽 で もよ り開放感のあ るカ リブ

の黒人の音楽があったのだ。 この ように考 える と、60年 代 これ ちの音楽 に魅 了 され___.般

へ の紹介役 を果 た した若者 たちであ るキングス トン ・トリオや ビーチ ・ボー イズが、明

るさをその音楽性 の特質 とした西海岸 のグループであった とい うこともあながち偶然で

はないのか もしれない。
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